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　「我が人生の原点　田島での夏休み」 
東京都板橋区　菊地　淳　

　『アッもう５時だ。早く起きっぺ』弟と従弟
達を起こす。半袖、半ズボン、あっという間に
着替える。眠たい目を擦りながらかぶと捕りに
出掛ける。普段は早起きできないのに休みの日
は別だ。みな顔も腕も足も真っ黒だ。毎日の奮
闘振りが窺える。
　小中学校時代埼玉に住んでいた。夏休みは母
の実家（田島町上町・大山家具店）に遊びに行
くのが最高の楽しみだった。年に一度の夏休み。
それは当時の私にとってかけがえのないイベン
トだった。夏休みが近づくとウキウキした。爺
ちゃん、婆ちゃんに会えると思うと嫌なことも
忘れた。田島の家は祖父、祖母、叔父、叔母と
従弟の宏英、真由美、宏宗が暮らしていた。そ
こに私と弟が遊びに行くと家の中は賑やかで毎
日祭のように楽しかった。毎年１ヶ月以上お世
話になった。従弟達と本当の兄弟のように面倒
をみて頂いた。一緒に学び、一緒に遊び、一緒
に食べ、一緒に風呂に入り、一緒に寝起きを共
にした。ある時は蝉やとんぼ捕り。ある時は丹
藤川でかじか捕り。そしてある時は従弟の友達
とソフトボール。盆踊りは毎年仮装して踊りま
くった。個人で特賞も頂いた。めったになかっ
たが悪いことをしたら当然叱られた。祖父や叔

父からは厳しさや頑張ることの大切さも学ん
だ。埼玉に帰るときはみんなから『又来いよ。
元気でやれよ』と見送られた。涙をこらえた。
小学校１年生から中学３年生まで９年間毎年夏
休みは田島で暮らした。大自然の中で一杯愛情
を頂き沢山のことを学んだ。私の財産だ。私の
原点だ。
　今、東京で教育の会社を経営している。中学
生や高校生の研修会、保護者の講演会、先生方
の勉強会など１学期だけでも２５０回以上の予
約を頂き実践している。夢や目標がない、自己
肯定感を持てない子ども達が増えている。彼ら
がしっかりした目標を持ち、夢実現に向けて頑
張ることを本気になって応援したい。そんな想
いで毎回研修会に臨んでいる。あの田島での夏
休みが今の自分を築いて頂いたと心から感謝し
ている。田島が大好きだ。

菊地　淳さん

（田島・上町出身）

このコーナーではふるさと南会津会の会員の皆さんなど

南会津出身の方に昔の思い出や故郷への思いなどを寄稿

いただいたものを紹介します
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